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特集　 骨脆弱を伴う骨折の治療

　いうまでもなく，骨折の治療は整形外科医にとって最も根本的かつ重要な手技です。
しかし，症例は年齢，併存症，受傷機転，骨折の部位，骨折形態，骨質などがまった
く異なりますので，症例ごとに個別の治療戦略が必要となります。骨折の治療に関し
て読者が難渋されていることの一助となる特集号にしたいと考え，「骨脆弱性を伴う骨
折の治療」を特集テーマとさせていただきました。骨脆弱が生じる原因疾患は多岐にわ
たり，その原因疾患によって，原疾患の治療法，受傷前の運動能力，生命予後も異な
ります。そこで原因疾患別に理解を深めることが有用であると判断し，原因疾患ごと
に診断と治療法をまとめることにしました。
　日本は急激に超高齢社会を迎えており，骨粗鬆症に伴う骨脆弱性については多数の
論文がある一方で，骨軟化症の診断と治療についてフォーカスを当てた論文は少ない
ので，まず論述していただきました。次に大腿骨頭壊死症と誤診されることも多い，
大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折の診断と治療について論述していただきました。重度骨粗
鬆症に伴う骨脆弱を呈する骨折の治療については，臨床現場で役立つ具体的な記述と
するために脊椎，橈骨遠位端，上腕骨近位端と部位別に論述をお願いいたしました。
日本で10万人以上の方が罹患しているParkinson病患者は骨脆弱性を伴った骨折を生じ
て治療に難渋することが多いので，脊椎，四肢長管骨と部位別に分けて論述していた
だきました。血液透析患者については，長管骨骨折の治療と大腿骨近位部骨折治療後
のリハビリテーションについてまとめていただきました。関節リウマチでは，炎症や
ステロイドによる骨脆弱性の進行や活動性の低下による連鎖的な骨折を生じますので，
その治療について論述していただきました。非定型大腿骨骨折は発生メカニズムもい
まだ不明ですが，低エネルギーで生じる骨折であり，骨癒合が得られにくく治療に難
渋することから本特集で取り上げることとしました。
　脆弱性骨折を生じた症例では，骨折した部位のみが脆弱となっているのではなく，
全身で骨脆弱性が生じています。すなわち「骨脆弱性を伴う骨折の治療」では，骨折部
位の治療だけで治療が終了するのではなく，続発する他の部位の骨折を予防すること
が重要ですので，最後に脆弱性骨折術後の薬物療法について論述していただきました。
　これら多岐にわたる分野に関して，知識と経験が豊富な先生方に執筆していただき
ました。本特集が，治療に難渋する「骨脆弱性を伴う骨折の治療」に対峙する読者の皆
様の一助となり，治療成績を少しでも上げる一助となれることを祈念しております。
　最後に本当にお忙しいなか，ご執筆を御快諾いただいた執筆者の先生方に厚く御礼
申し上げます。
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